
 
 
 
 
 

特許情報活用支援アドバイザーの支援で知財担当者を配置！ 

 
 

支援前 ＡＤの支援 支援後 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《知財管理体制の構築》 

◆ 知財担当責任者と知財

担当者の設置 

◆ 提案制度の創設 

 

《知財担当者の育成》 

◆ 先行技術の抽出、出願

書類の作成が可能に 

《知財担当者のスキルアップ》 

◆ 特許電子図書館を用いた

先行技術調査 

◆ 中小企業向け支援策の活

用 

◆ 出願書類作成 

 

《管理体制整備の支援》 

◆ 提案制度の体制の整備 

◆ 職務発明制度の説明及び

職務発明規定制定に向け

た支援開始 

 
◆ 特許、商標、意匠の出

願の経験はあるが、

すべて弁理士にまか

せており、知財人材が

不足している 

 

◆ 知財管理体制及び関

連規定が未整備 

 

「知的財産を活用して優位な立場で企業

の発展を図りたいので、継続的に支援

してほしい」と、知的所有権センターに

要望があり、支援が始まった 

■ 社員の知財意識が高揚

■ 商標と意匠は自社出願

で対応、特許についても

自社出願の準備 

 
支援先企業担当者のコメント 支援先企業の概要 

■会社名 スイコー株式会社 

■所在地 兵庫県尼崎市西向島 

■代表取締役社長 横山隆人 ■設立 1963 年 

■ホームページ http://www.e-suiko.co.jp

 

 

 

 

                       【取扱商品】 

                       大型容器 

 

 

 丸尾特許情報活用支援アドバイザーには、知財を活用す

るための｢人材育成｣をテーマに「特許情報の検索」「商標登

録の実務」「意匠登録の実務」の実習と、出願書類の作成か

ら権利化まできめ細かなご指導をいただき、非常に解りやす

く教えていただきました。 

実習の成果として、技術部員全員が研究開発に際して特

許電子図書館の公報テキスト検索を利用した先行技術調査

を行い、既存の特許権を把握して、新規性のある研究開発を

行なっています。 

また、ご支援後、知財担当リーダを設置し研究開発案件は

すべて出願する体制ができ、大いに役立っています。 

          （取締役技術開発部長 佐藤成利）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

丸尾 行秀（兵庫県知的所有権センター）特許情報活用支援アドバイザーの一言 

 
 
 

支援企業はポリエチレン回転成型により大型容器を製造するメーカーで、回転成型容器製造の

トップメーカーとして成長を続けている企業です。２００８年８月までの５年間の中期経営計画の目

標であった年売上３０億円突破を（独）中小企業基盤整備機構の支援制度を活用して達成し、次期

の中期経営計画の目標年売上４０億円の達成に向けて準備がなされているところです。知的人材

の育成により知的財産の創造・保護・活用の効果が発揮されて、目標の達成に大きく貢献できるこ

とが要望されています。支援活動は始まったばかりですが、その成果が目に見えて明確になるよ

うに支援していきたいと考えています。  

http://www.e-suiko.co.jp/

